
２月２６日（月）たけのこ教室 6年生を送る会（誉田小学校 6年生） 

３月 ４日（月）たけのこ教室 6年生を送る会  

３月 ５日（火）～８日（金）にじいろ発表会 （ことばの教室、きこえの教室） 

 

＊詳細については、後日お知らせします。 

 

 

 

 

 

2 月は立春と言われ、暦の上では春を表す季節になりました。年末年始は、比較的穏やかな

気候が続き、冬将軍の訪れを感じないまま春を迎えそうな予感です。子供たちの冬休みの思い

出を聞いてみると、クリスマスやお正月の楽しかった話だけでなく、能登半島沖地震へ強い印

象をもち、家庭で災害時のことについて話をしたお子さんもいたようです。 

今年度もあと 2 か月です。「にじいろ発表会」や「6 年生を送る会」に向けての準備や、今 

年度のまとめの学習に、しっかり取り組んでいきたいと思います。 
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 節分といえば鬼。「鬼は外、福は内」…と豆をまいて「鬼」を追い払いますよね。でも、その鬼に、色の違う５

種類の鬼がいることはご存じですか？５色の鬼は人間の５つの煩悩を表し、次のような意味があるそうで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに私は、緑鬼を追い出したいですね。みなさんは、いかがですか？ 

今年は是非、自分が打ち勝ちたい煩悩の色の鬼に、豆をぶつけてみてはどうでしょう！！ 

【赤鬼】 

貪欲、欲望、渇望 

→赤鬼は、人間の悪い心の象

徴。豆をぶつけることで、自分

の中の悪い心が取り除かれる。 

【青鬼】 

悪意、怒り、自分の心に逆らう

ものへの憎しみ 

→貧相の自分自身に豆をぶつ

けることで、福徳に恵まれる。 

 【緑鬼】 

倦怠、眠気、不健康 

→不摂生を反省して、体を健

康に保つことを自分に言い聞

かせながら豆をぶつけると良

い。 

 

【黒鬼】 

疑、愚痴、疑いの心 

→豆をぶつけることで、卑しい

気持ちを追い払い、平穏を願

う。 

 

【黄鬼】 

心の浮動、後悔、甘え、 

わがまま、心の激昂 

→豆をぶつけることで、自己中

心的な考えを反省し、公平な判

断ができる。 

今後の予定 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① せ○ん・・・英語で７のこと。 

② せ○○ん・・・生活に役立つものを作り出すこと。 

③ せ○○ん・・・はずかしくなって、顔を赤くすること。 

④ せ○○○ん・・・世間で正しいとみとめられていることを大事にする心。 

⑤ せ○○○○ん・・・夏、空高く広がる大きなかたまりの雲。 

⑥ せ○○○○○ん・・・英語で１７のこと。 

⑦ せ○○○○○○ん・・・体は金色で２７の顔と４０本の手を持つ仏（菩薩）様の一人。 

※答えは、通級待合室に掲示してあります。 

 

 たけのこ教室 ６年生を送る会 

  いよいよ卒業の季節が近づいてきました。それぞれの学校で「6年生を送る会」の準備が始 

まっているのではないでしょうか。たけのこ教室でも、「6 年生を送る会」の準備が始まりまし 

た。全員が集まって会を行うことはできませんが、みんなで 6 年生に向けてお祝いのメッセー 

ジを伝えたいと考えています。 

低学年・中学年はお祝いの気持ちを込めてメッセージカードを送ります。５年生は、会に参 

加し、司会やはじめの言葉、お祝いの言葉など会の進行を担当します。そして 6年生は、小学 

校生活での思い出や頑張ったこと、中学校で頑張りたいことなどをスピーチします。会では 6 

年生に楽しんでもらえるようクイズやゲームを準備しています。短い時間ではありますが、み 

んなで楽しい時間を過ごすことができればと考えています。 

 

 

  

  

 ～きこえクイズ「耳の病気編」～ 次の会話を読んで、太郎さんは何の病気と診断されたか考えましょう。 

母   ：最近、聞こえ方や補聴器の調子はどう？ 

太郎 ：補聴器の点検は、きちんとしているよ。 

でも、耳に栓をしているような詰まった感じや、自分の声が耳に響くような感じがするんだ。 

母  ：熱や痛みはないようね。どうしたのかしら？念のため、耳鼻科に行ってみましょう。   

―耳鼻科にて― 

医者 ：どれどれ・・・「これは、あの病気ですね。」 

＜答え＞滲出性
しんしゅつせい

中耳炎 

 鼓膜奥の中耳腔に液体がたまった中耳炎です。痛みや熱を伴わないことが多く、見逃してしまいがちです

が、低い音が聞こえにくくなることが多いようです。違和感を感じたら、すぐに耳鼻科を受診しましょう。 

 


